
One for all  All for one！（10月１日全校朝会での校長講話より） 

ラグビーワールドカップ日本大会で、日本チームは優勝候補のアイルランドチームに勝利しました。

ラグビーというスポーツは、とても迫力のあるスポーツです。そしてとても紳士的なスポーツでもあり

ます。ラグビーで大切にされている言葉を知っていますか？ 

「One for All  All for one」ちょっと難しいですね。「一人はみんなのために みんなは一人のために、 

みんなは一つの目的のために」という意味だそうです。失敗は誰にでもあります。それを責めず、仲間

が全力でフォローする（助ける）、そしてトライ（得点）につなげるという心のことです。ポジション

ごとの役割が定まっていて、体格もスキルもパワーもそれぞれ違う１５人が、仲間を信頼してはじめて

チームが成り立つというわけです。誰が一番うまいか？ではなく、一人ひとりが役割をちゃんと果たし、

お互いをリスペクトし合わないと勝てないスポーツなのですね。白峰小学校の運動会と同じですね。 

 

  運動会以外でも、「One for All  All for one」を見つけました。 

５年生の算数…「もう少しくわしく知りたいな」という友達に対して、 

自分の言葉でわかりやすく説明している場面。みんなで分かり合い、 

力をつけていました。 

６年生の音楽…卒業式にすばらしい合唱をするという目的に向かって、リズムやフレーズ、声の出し

方を楽しく真剣に学んでいました。 

  学校全体に「One for All  All for one」の姿を増やしていきましょう。 

 

 

 

 

 

＜一年の折り返し地点！＞ 
「よい言葉・よい態度・よい表情」を心がけて、大成功だった運動会。笑顔パワーでみんなが成長できま

した。１０月からは、一年の後半に入ります。子ども達が、一つ上の学年に近づくことを意識して、さらに

成長することを期待しています。引き続き、保護者・地域の皆様のご協力をよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

白山市立白峰小学校 校長室だより 

しらみね物語 NO.１２ 

令和元年１０月８日 

   

【５年生算数：図を使って説明】 【６年生音楽：合唱練習】 【３年生国語：百科事典の使い方】 



＜１０月のめあて＞ 
 学習目標   ①相手を見て聞く  ②話すときは「です」「ます」をつける 

 生活目標   ①すごしやすい学校にしよう 

 

 授業の話し合いでは、相手意識が大切です。話し手は、相手にわかっても 

らおうと思って話す。聞き手は、相手がどんなことを話すのかを考えながら聴く。 

１０月は落ち着いて学習を深めるために、「話す・聞く」を意識します。 

また、整理整頓されている環境でこそ、学びは深まります。雑然とした環境では、落ち着いて学習すること

はできません。周りの人のためにも、教室や自分たちが使う場所の整理・整頓をしていきます。 

 

＜ヤマメの放流＞ 
９月２５日（水）２時間目、ヤマメの稚魚放流体験が行われました。生命の 

循環を考え、ふるさと白峰への誇りと豊かな人間性を育む良い機会となりました。 

お世話下さった白峰業協同組合の南さん、ありがとうございました。 

 

＜感謝して食べよう！＞ 
  毎日おいしくいただいている給食。１０月３日（木）の給食時間には、毎月２回来校される栄養教諭の

竹中先生から「お米のお話」がありました。１粒のお米から、次の年には５００～１０００粒のお米が実

るそうです。その日の給食は、お椀に残る米粒は一つもありませんでした。引き続き、感謝して残さず食

べていきたいものです。 

３限目には、１・２年生の教室で「おやつのえらび方」のお話をしていただきました。「からだにいいお

やつ」がよくわかったようです。１０月９日の校外学習に持っていくおやつはどんなものを選ぶのか？お

家で聞いてあげてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜児童の活躍＞ 
白山市読書感想文コンクール 

佳作  ２年  永井 沙弥  『家にかえった わたし』 

            ４年  中野 将陽  『「佐賀のがばいばあちゃん」を読んで』  

            ５年  織田 千晴  『私の夢』  

６年  北嶋 空河  『ぼくのキセキ』    

 

 

【下足箱もすっきりと！】 

【稚魚を放流する児童】 

【からだにいいおやつは…】  

 


